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表 1 r応、永本論語抄j における主語名詩句の助詞表出と述語の語種
、よ土で二き日五口 カぎ lま の (S) が+の /S% は/S%
和語 150 122 185 84 541 38.08 34.20 
漢詩一宇サ 15 21 12 16 64 57.81 18.75 
11 10 14 6 41 39.02 34.15 
形容詞 39 10 13 10 72 27.78 18.06 
形容動詞 19 7 23 10 59 28.81 38.98 
名詞 45 8 308 4 365 3.29 84.3 8 
あり・ある 158 6 7 15 186 11.29 3.76 
なし・ない 89 。11 6 106 5.66 10.3 8 
その他 27 5 82 3 117 6.84 70.09 









(う )J とは読めないのである O 実は中世では fやす














(1)安らかにする O やすめる O 安んじる O






































る(i) b では、主格劫認 fがjが表出されてい
る。なお、非対格性を上述したように、述語の
とる項の意味役割として分析の枠組みは、













(6) Miyagawa (1989)は、対格助詞 fをjの表出
への変化の原因を終止・連体の合流と考えて
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聖学院大学出版会の本
康仁徳・小田川興編著
北朝鮮問題をどう解くか
東アジアにおける平和と民主主義のために
(A5判、税込錨格2940円)
北朝鮮問題は、東アジアに大きな緊張と危
機をもたらしている。核開発、投致問題、食糧、
燃料援助問題など、さまざまな問題が複雑に
絡み、また歴史的な問題、自家体制の問題など
り、解決を難しくしている O この北朝鮮
問題をめぐって南北、日米中口の六カ国によ
る包括協議が進められている。しかし、この六
カ国協議はこの地域に平和の新たな枠組みを
つくることができるのか。また投致問題はど
のように解決できるのか。
日本は明確なビジョンを持ち、重要な役割
を果たすことが求められているが、どのよう
な解決の方向を提示できるのか。
元大韓民国統一部長官の康仁認氏
と元朝日新聞編集委員の小田川興氏を編者
に、伊豆見元、小此木政夫、和田春樹、李鍾充、
遠藤哲1:11氏など、朝鮮半島問題の専門家によ
る論考を通して、これらの緊急かつ重要な課
題に取り組み、平和的解決の筋道を検討する
ものである O
